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 梅雨明けはまだですが、すでに梅雨明けのような夏らしい暑さとなってきました。 

今回は、４月に実施されました大杉谷登山歩道合同パトロールの様子と大杉谷で見られる野生動物とのかか

わり方についてお話しさせていただきます。 

 

 大杉谷登山歩道合同パトロール  

 ４月15日から16日の２日間の日程で、今年も実施し

ました。前回61通目にてパトロールの概要や登山歩道

についての説明をしておりましたので、それらについ

ては今回割愛させていただきます。 

 １日目は晴天の中、

予定通り約７時間かけ

て桃の木山の家まで歩

きました。途中には足

元の滑りやすい鎖場が

何か所かあり油断でき

ません。足場が濡れて

いるとかなり滑りやす

くなる所もあるので注意し

ましょう。鎖の握り方は、

下りの場合は逆手で掴むよ

うにしましょう。順手だと

滑って転んだ場合に、肩が

脱臼する危険があります。

一日を通して春らしい気温

でしたが、歩いていると暑

く感じ、休憩の際に宮川の

冷たい水で顔を洗うと気持

ちが良かったです。桃の木

山の家では、温かい風呂に

浸かり美味しい夕食をいた

だくことができ疲れが癒さ

れました。夕食が終わる頃から雨が降ってきて、夜

は大きな雨音に包まれながら２日目に備え早めに就

寝しました。 

 ２日目の明け方には雨が上がり午前中は幸いなこと

に晴天でしたが、午後からは雲が出てきて霰（あら

れ）が降りました。４月だというのに驚きでした。雨

具や防寒着の準備はしているため問題なく対応するこ

とができました。そして日出ヶ岳を目前にした最後の

急登あたりの歩道が雪で埋まっ

ており、進めないのではとヒヤ

ヒヤしましたが、気を付けなが

ら越えて山頂まで上がることが

できました。２日目のルートは

ほとんど上りが続くため、体力

的にも精神的にも負担がかかり

ます。歩かれる際は焦らずに自

分のペースを保ち、適度に休みながら進むようにしま

しょう。 

 今年のパトロールでは、４月14日まで雨が降ってい

た影響で水量の多い迫力のある滝の姿を見られたり、

まるで四季を２日間に凝縮したような天候に対応しな

がら歩いたり、大杉谷の新たな一面を見ることができ

ました。 

春や秋の大杉谷登山では今回のように、標高が高く

なると気温がぐっと下がることがあります。体調を崩

さないためにもしっかり準備して臨みましょう。 

【写真４ マムシグサ】 

【写真５、６ 頂上付近の積雪のようす】 

【写真１ 足元の悪い鎖場箇所】 

←【写真２ 透明で冷たい宮川上流】 

 【写真３ 吊橋を渡ると桃の木山の家へ到着】 

 
↓【写真７、８ 頂上付近からの眺め】 



 
森の生き物紹介  

登山歩道近くの林道沿いでホンドギツネに出会いま

した。 

ホンドギツネは食肉目イヌ科で、本州、四国、九州

に分布します。北海道で見られるキタキツネはホンド

ギツネよりも体格が一回り大きく、四肢の足首の部分

が黒くなっているという違いがあります。ホンドギツ

ネもキタキツネもアカギツネの亜種になります。ちな

みにアカギツネは陸上で暮らす哺乳類（ヒト以外）の

中で最も広い範囲に生息する動物といわれています。 

 キツネは警戒心が強く人に近づいてくることは少な

いとされていますが、この個体はビニール袋のカサカ

サという音に寄ってきました。大きな音を立て威嚇し

ても繰り返し近づいてきました。このことから、この

個体は餌付けされてし

まっていることが考えら

れます。 

 
野生動物へのかかわり方について  

自然が好きな方であれば、野生動物に出会うと興奮

し、近づいてよく見たい気持ちになるかもしれませ

ん。人間より体が小さく危険の少ないような動物であ

れば、触りたいと思うこともあるかもしれません。し

かし、野生動物へこちらから干渉せず、距離感を保つ

ことをお互いのために守りましょう。 

 野生動物にとって人からの餌付けは、食べ物を探す

手間が省け、自然界にはない高カロリーなものを手に

入れられる魅力的なものです。一度人間の食べ物を口

にした動物たちは、自分で餌を探すことをしなくな

り、人間へ平気で近づくようになるなど行動が変化し

ます。 

 人間の食べ物は、野生動物たちの普段の食生活では

得られない脂質などを多く含んでいるため、消化不良

を起こし体調を崩してしまい病気などを発症し、死に

至る場合もあります。 

 また、野生動物はさまざまな人獣共通の病気を持っ

ています。近づくということは人間がこれらの病気を

もらってしまうリスクを負います。 

 こうしたことからも一人一人が餌付けやゴミの投棄

をしないよう心がけましょう。 
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↑【写真11 キタキツネ】 四肢の足首部分が黒いのが分かる。 

←【写真９、10 大杉谷のホンドギツネ】 

 人になれてしまっている。追い払っても何度も近寄ってきた。 
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